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マレーシア工科大学・マレーシア日本国際工科院（MJIIT）は，マレーシアにおいて日本型工学教育を行う高等教育機関

として 2011 年 9 月 12 日に開校した．MJIIT は，日本との連携を図りながら東南アジアにおける日本型工学教育の国際

拠点となることを目指し，東南アジア地域を中心としてグローバルな課題に取り組む人材の育成を目指ざす．MJIIT に

対する日本からの教育支援として，協力大学 25 校の他，外務省，文部科学省，経済産業省，日本商工会議所及び国際協

力機構（JICA）から成るコンソーシアム（JUC）を結成し，日本人教員派遣や教育カリキュラムの策定等を協力してい

る．本発表では、JUC 加盟校である山口大学とマレーシア日本国際工科院の連携によるグローバル工学教育プログラム

の実践について報告する。 
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１． はじめに 

日本経済の国際化にともなってプロジェクトは複雑

さを増し，業界横断的になり，そして国境を跨いでグ

ローバル化した．それとともに，グローバルプロジェク

トに対応できるエンジニアやマネジメント人材の育成

の要望が高まっている．このような要望に対応すべく，

大学の教育環境も『グローバル化』して大きく様変わ

りしようとしている． 
山口大学は、文部科学省によるグローバル人材育

成推進事業（平成 24 年度～）の推進校として採択さ

れた［１］。ASEAN・東アジア新興国のダイナミズムを

取り込み，未来の日本を担うグローバル技術系人材

の育成を目指す。また、山口大学はマレーシア工科

大 学 ・ マ レ ー シ ア 日 本 国 際 工 科 院 （ MJIIT; 
Malaysia-Japan International Institute of 
Technology）を支援する JUC 加盟校［2］として、

MJIITの教育活動に密接に関わり、MJIITとの連携

を図ってきた。 
本発表では、山口大学と MJIIT が連携して実施し

たグローバル工学教育プログラムについて報告す

る。 
 

２．マレーシア日本国際工科院 
2001 年，日本政府はマレーシア政府からの国際

工科大学設置の提案を受け，日本・マレーシア首脳

会談で同構想を推進することに合意し，日本国政府

によるMJIIT整備事業に対する円借款による支援が

実施されました［3,4］）． 2011 年 9 月 12 日に MJIIT
が開校し，初年度学部生約 70 名，大学院生約 30 名

を受け入れました［5］．  
MJIIT は大学院に重点を置いた学術機関（工科

院）であり，MJIIT は，日本との連携を図りながら東

南アジアにおける日本型工学教育の国際拠点となる

ことを目指し，日本の高い技術力や労働倫理を習得

した人材を育成する． 
  

３． グローバル工学教育プログラム 
3.1 育成するグローバル人材像 
 山口大学が目指すグローバル人材像は、“異文化

を理解し、海外で働く自覚を持ち”、ならびに“国際技

術者としての基礎力と海外企業で働く自信を持つ”エ
ンジニアである。このようなグローバルに活躍できるエ

ンジニアを育成するために、（１）専門分野の知識と技

能、（２）問題発見能力、（３）コミュニケーション能力、

（４）チームワーク力、（５）語学力、（６）国際的視点な

らびに国際感覚、（７）自己研鑽力、と（８）日本人とし

ての自覚と誇りを身につけることを目指して、グロー

バル工学教育プログラム“タイトル：モデルベース創造

設計プロジェクト”を実施した。 
3.2 モデルベース創造設計プロジェクト 
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モデルベース創造設計プロジェクトの大きな特徴

は、山口大学と MJIIT が連携して行うこと、ならびに

UTM クアラルンプールキャンパスを拠点にして実施

したことある。このプロジェクトの目標は、（1）日本とマ

レーシアの文化をお互いに学び合うこと、（2）機械工

学における高度な技術者能力、および（3）産業を創

造するための技術経営能力を修得することある。レゴ

のマインドストームを用いたロボットデザインというテ

ーマで 2013 年度に実施したモデルベース創造設計

プロジェクト（平成23年8月18日～9月2日於UTM 
クアラルンプールキャンパス）には、山口大学工学部

機械工学科の学生15名、MJIIT・MPE学科の学生

18 名が参加し、成功裏に終了した。 
本プロジェクトの学習プロセスを図 1 に、コースカリ

キュラムを表 1 示す。 

 
表 2 モデルベース創造設計プロジェクトの概要 

Step 1:設計を体験しよう 
Step 2：モデルベース設計を学ぼう 
  2.1 要求分析と構想設計 
  2.2 1DCAE に基づく複合物理シミュレーション 
  2.3 CAD を用いた３次元デジタルモックアップの

定義 
  2.4 FEM を用いた詳細解析 
Step 3：創造設計の実践 
  3.1 企画・コンセプト開発 
  3.2 システムレベル設計 
  3.3 詳細設計 
  3.4 プロトタイピング 

  3.5 事業プランニング 
  3.6 デザイン・コンテストの実施 
 
3.3 期待される成果 
技術力と経営力を両立する創造的リーダーシ

ップの醸成を目指して、前述の 3 つの目標に対し

て、以下の成果が期待できる。 
1. 日本の学生はマレーシアの文化を理解し、マ

レーシアの学生は日本の文化を理解する。お

互いの文化を理解し合うことで、グローバル

に活躍するためのリテラシーとヒューマ

ン・コンピテンシーを修得する。 
2. 機械工学における高度な能力（コンセプト設

計，機能設計，メカトロニクス製品開発，プ

ロトタイプ検証）を修得する。 
3. 産業を創造するための技術経営能力（企業戦

略，組織設計，市場予測，顧客ニーズの特定，

競合分析，戦略立案、事業性評価、サービサ

イジング）を修得する。 
 
4. まとめ 
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図 1 学習プロセス 
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